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Syndrome and Health Outcomes in Aizu Cohort Study （LOHAS）の主研究課題の一
つとして実施した。2009、 2010年の参加者のうち65歳以上の高齢者1379名を対象と
した。身体機能の客観的評価にはTimed Up & Go test（TUG）、主観的評価には健康関






























間 (CI)を推定した。交絡因子として年齢、 性別、 BMI、 独居、 喫煙、 抑うつ症状、 併
存疾患 (高血圧、糖尿病、脳血管疾患、心血管疾患)、 転倒歴で調整した。【結果】解析対
象者 1037名のうち主観的評価と客観的評価の乖離を 33％に認めた。高客観/高主観群に







  したがって、本論文は博士（社会健康医学）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、令和元年１０月３１日実施の論文内容とそれに関連し
た研究分野並びに学識確認のための試問を受け、合格と認められたものである。 
要旨公開可能日：      年   月   日 以降 
